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委
員
長　

牧
永　

護

行
政
視
察
報
告

平
成
20
年
10
月
９
〜
10
日

熊
本
県
人
吉
市

　

人
口
約
３
万
６
千
人
。
平
成
６
年

に「
政
治
倫
理
条
例
制
定
」、
平
成
９

年
か
ら「
議
会
改
革
」、
平
成
14
年
か

ら「
議
会
中
継
」の
実
現
、
取
り
組
み

状
況
の
視
察
・
研
修
を
実
施
。
法
定

数
26
人
、
条
例
定
数
20
人
。
議
会
運

営
は
会
派
制
を
採
用
。た
だ
し
、一
般

質
問
で
は
会
派
割
は
な
く
、個
人
制
・

一
問
一
答
・
対
面
方
式
。
平
成
20
年

３
月
か
ら
全
議
員
に
よ
る
常
任
の
予

算
委
員
会（
任
期
２
年
）を
設
置
し
、

一
般
会
計
予
算
歳
入
を
審
査
。
政
務

調
査
費
と
し
て
月
額
２
万
円
支
給
。

　

政
治
倫
理
条
例
の
対
象
者
を
議
員

及
び
市
長
と
し
た
。

  

議
会
中
継
は
平
成
14
年
の
地
域
イ

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整
備
の
中
で
議
会
中

継
も
整
備
さ
れ
、公
民
館
、各
家
庭
に

市
議
会
の
映
像
を
平
成
15
年
６
月
か

ら
配
信
。整
備
費
約
４
千
500
万
円
。

委
員
会
の
所
見

　

議
会
運
営
・
改
革
は
、
会
派
以
外

は
本
議
会
と
特
段
の
相
違
は
な
い
。

　

政
治
倫
理
条
例
制
定
は
、
か
な
り

長
い
期
間
、
条
例
の
検
討
、
法
規
の

研
究
、
特
に
兼
業
の
禁
止
問
題
な
ど

慎
重
に
研
究
・
検
討
さ
れ
、
参
考
に

す
べ
き
点
が
多
い
。
本
議
会
も
条
例

案
の
提
案
に
向
け
準
備
中
で
あ
る
。

条
例
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
議
員
各

位
が
自
ら
厳
し
い
倫
理
意
識
に
基
づ

き
市
民
の
厳
粛
な
信
託
に
応
え
る
た

め
条
例
内
容
の
十
分
な
る
理
解
、
熟

知
が
前
提
で
あ
り
、
早
急
に
協
議
の

場
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

議
会
中
継
は
、
議
会
公
開
の
原
則

の
立
場
か
ら
大
変
有
効
、
適
切
な
手

段
。
本
議
会
も
必
要
。
今
後
、本
市
整

備
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
議
会
中
継

シ
ス
テ
ム
導
入
の
場
合
、
多
額
の
経

費
が
必
要
と
な
り
、
財
政
状
況
も
含

め
今
後
研
究
・
検
討
の
課
題
で
あ
る
。

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　

中
田　

恭
一

行
政
視
察
報
告

平
成
20
年
10
月
27
〜
29
日

長
野
県
諏
訪
市

　

使
い
切
り
予
算
の
脱
却

　

執
行
残
等
の
予
算
を
あ
え
て
使
い

切
る
こ
と
を
せ
ず
に
、
次
年
度
に
新

し
い
事
業
を
展
開
す
る
方
針
か
ら
、

平
成
18
年
度
に
お
い
て
は
10
億
1
千

万
円
の
繰
越
。
地
方
財
政
法
の
適
用

に
よ
り
5
億
円
を
基
金
に
積
み
立
て
。

現
在
、
財
政
調
整
基
金
と
減
債
基
金

が
25
億
円
。
地
方
債
は
205
億
円
と
な

っ
て
い
る
。

○
職
員
適
正
化
計
画

　

平
成
20
年
の
正
規
職
員
数
は
522
人
。

平
成
22
年
に
501
人
を
目
標
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
嘱
託
職
員
は
学
校
給
食

調
理
員
の
4
人
。
臨
時
職
員
は
276
人

で
、そ
の
大
半
は
保
育
所
勤
務
。

○
行
政
評
価

　

平
成
15
年
度
か
ら
施
行
し
、
平
成

19
年
度
に
は
70
事
業
を
実
施
。
今
後

さ
ら
に
手
法
の
検
討
を
し
て
、
市
民

に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
す
る
予
定
。

○
協
働
の
取
り
組
み

　

平
成
20
年
9
月
に
基
本
方
針
を
作

成
。
各
地
区
で
市
長
と
直
接
対
話
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
方
針
を
決
定

し
て
い
る
。主
な
事
業
内
容
は
、市
が

原
材
料
を
提
供
し
て
市
民
が
補
修
作

業
を
行
う
こ
と
や
ゴ
ミ
の
分
別
、
学

校
等
の
清
掃
活
動
等
が
あ
る
。

委
員
会
の
所
見

　

財
政
状
況
に
つ
い
て
は
地
域
的
な

違
い
も
あ
り
単
純
に
比
較
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
使
い
き
り
予
算
の

脱
却
と
い
う
方
針
は
、
こ
れ
か
ら
の

地
方
分
権
に
お
け
る
自
治
体
の
基
本

的
な
意
識
改
革
の
一
つ
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
現
在
、
嘱
託
職

員
の
処
遇
に
関
す
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
が
、
諏
訪
市
の
嘱
託
職
員

4
人
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
嘱

託
職
員
を
含
む
職
員
適
正
化
を
、
早

急
に
実
現
す
べ
き
で
あ
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

人吉市にて

諏訪市にて
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委
員
長　

近
藤　

団
一

行
政
視
察
報
告平

成
20
年
11
月
17
〜
18
日

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
浅あ

そ
う茅

の
丘
」

　

対
馬
市
の
老
人
福
祉
施
設
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
が
５
施
設
で
、
そ
の
う
ち
３
施

設
が
公
設
民
営
と
な
っ
て
い
た
。
他
に
老
人

保
健
施
設
が
２
施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
※
１

施
設
が
６
施
設
、
特
定
施
設
入
居
生
活
介
護

施
設
が
３
施
設
あ
り
、「
浅
茅
の
丘
」は
、
公

設
公
営
で
運
営
さ
れ
て
い
た
。

委
員
会
の
所
見

　

対
馬
市
は
県
下
で
も
合
併
前
か
ら
福
祉
事

業
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
施
設
が
充
実
し

て
い
る
。
今
年
も
新
た
に
ケ
ア
ハ
ウ
ス
※
２
施

設
が
開
設
し
て
い
る
。旧
町
時
代
を
含
め
、対

馬
市
の
老
人
福
祉
事
業
に
対
す
る
執
行
部
の

熱
意
を
感
じ
る
。
少
子
高
齢
化
が
ま
す
ま
す

進
行
し
て
い
く
本
市
に
お
い
て
、
市
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
老
人
福
祉
施
設
の
充

実
に
早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

対
馬
い
づ
は
ら
病
院

　

対
馬
市
は
民
間
の
病
院
が
な
く
、

３
つ
の
自
治
体
病
院
だ
け
で
あ
り
、

い
づ
は
ら
病
院
の
平
成
19
年
度
決

算
は
５
年
ぶ
り
に
黒
字
経
営
に
な

っ
て
い
た
。

委
員
会
の
所
見

　

同
じ
長
崎
県
の
離
島
で
あ
り
な
が

ら
、
救
急
車
を
要
請
し
て
病
院
に
搬

送
す
る
の
に
１
時
間
以
上
も
か
か
る

地
域
が
多
く
あ
る
対
馬
市
と
比
べ
れ
ば
、本
市

は
恵
ま
れ
た
医
療
環
境
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

対
馬
市
で
は
、他
に
民
間
病
院
が
な
い
中
、自

治
体
病
院
の
役
割
は
重
要
で
あ
り
、
医
師
不

足
の
厳
し
い
環
境
の
中
で
地
域
医
療
を
守
る

た
め
経
営
努
力
さ
れ
て
い
た
。

　

離
島
医
療
圏
組
合
の
改
革
で
、
対
馬
市
の

３
つ
の
自
治
体
病
院
は
統
合
さ
れ
て（
公
営

企
業
法
全
部
適
用
の
）企
業
団
経
営
に
な
り
、

管
理
者
が
財
務
の
ほ
か
、
組
織
・
人
事
・
労

務
の
管
理
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
基
盤

の
強
化
が
図
ら
れ
る
。

　

現
在
、
壱
岐
市
病
院
事
業
改
革
プ
ラ
ン
の

作
成
中
だ
が
、
医
師
の
確
保
が
困
難
な
現
状

で
は
、
経
費
の
削
減
等
の
経
営
改
善
計
画
に

よ
り
、
累
積
赤
字
の
解
消
等
に
努
め
る
よ
う

要
望
す
る
。

委
員
長　

赤
木　

英
機

行
政
視
察
報
告平

成
20
年
10
月
27
〜
28
日

大
分
県
豊
後
高
田
市

　

ま
ち
づ
く
り
事
業「
昭
和
の
町
」

　

昭
和
30
年
代
は
商
業
・
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た

が
、時
代
の
変
化
に
伴
い
衰
退
が
進
ん
で
い
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、商
工
会
議
所
が
中
心
と
な
っ
て

官
・
民
に
よ
る
協
議
会
を
設
立
。全
国
300
地
域
の

事
例
を
収
集
し
、豊
後
高
田
市
に
活
用
可
能
な
施

策
を
選
別
し
た
結
果
生
ま
れ
た
の
が「
昭
和
の
町
」

で
あ
る
。基
本
理
念
は「
商
業
と
観
光
の
一
体
化
振

興
」。昭
和
30
年
代
で
時
間
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た

よ
う
な
商
店
街
の
街
並
み
を「
案
内
人（
ガ
イ
ド
）」

が
自
分
の
思
い
出
を
交
え
、店
主
と
会
話
を
し
な

が
ら
観
光
客
の
方
々
を
案
内
し
、「
昭
和
の
町
」の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
多
く
の
リ
ピ
ー
タ

ー
を
生
み
出
し
、
商
店
街
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
た
。

　

ま
た
、「
昭
和
の
町
」の
受
け
皿
組
織
と
し
て
、

市
・
商
工
会
議
所
な
ど
の
出
資
に
よ
り
、
第
３

セ
ク
タ
ー
方
式
で「
豊
後
高
田
市
観
光
ま
ち
づ

く
り
㈱
」が
設
立
さ
れ
、
民
間
的
手
法
を
活
用

し
、
業
務
提
携
し
な
が
ら
売
れ
る
も
の
は

売
っ
て
い
く
と
い
う
手
法
で
、
市
内
全
域

の
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
た
。

大
分
県
日
田
市

　

地
域
づ
く
り
事
例「
大
山
町
」

　

前
大
分
県
知
事
が
提
唱
し
た「
一
村
一

品
運
動
」
に
よ
る
地
域
づ
く
り
は
、
大
山

町
が
取
り
組
ん
で
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
運
動（
新

し
い
梅
栗
運
動
）
が
そ
の
基
本
理
念
。
栽

培
が
安
易
で
大
山
の
土
地
・
気
象
条
件
に

あ
っ
た
換
金
で
き
る
作
物
を
約
130
品
目
栽
培
し

て
市
場
に
出
荷
し
、
所
得
の
向
上
を
図
る
こ
と

で
地
域
の
活
気
を
取
り
戻
す
取
り
組
み
。

　

ま
た
、
農
家
に「
一
生
懸
命
農
業
を
や
れ
ば

海
外
旅
行
に
行
け
る
」と
い
う「
夢
」を
与
え
て
、

一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
い
く
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

精
神
を
植
え
付
け
た
り
、
青
年
後
継
者
を
海
外

の
交
流
協
定
先
へ
研
修
に
出
し
、
外
か
ら
自
分

の
地
域
を
再
発
見
す
る
こ
と
で
人
材
の
育
成
も

図
っ
て
い
た
。

　

近
年
で
は
輸
入
野
菜
の
増
加
に
伴
い
、「
農

業
＋
観
光
」の
取
り
組
み
を
行
い
、
住
民
一
人

一
人
の
生
活
の
向
上
を
目
指
し
、
各
種
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
、
社
会
の
変
革
に
対
応
し

て
い
け
る
よ
う
努
力
さ
れ
て
い
た
。

委
員
会
の
所
見

　

本
市
に
お
い
て
も
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
・

農
水
産
業
を
振
興
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

将
来
、
原
の
辻
遺
跡
を
核
と
し
て
、
弥
生
の

王
都「
一
支
国
」
の
存
在
を
活
用
し
、
今
後
も

両
市
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
て
、
本
市
の
活

性
化
に
つ
な
げ
た
い
。

厚
生
常
任
委
員
会

浅
茅
の
丘
に
て

豊
後
高
田
市「
昭
和
の
町
」に
て

い
づ
は
ら
病
院
に
て

日
田
市
に
て

※
１ 

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
が
介
護
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に

地
域
の
中
で
自
立
的
な
共
同
生
活
を
す
る
施
設
。

※
２ 

高
齢
者
の
ケ
ア
に
配
慮
し
つ
つ
、
そ
の
自
立
性
を
も

尊
重
し
た
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
。
生
活
相
談
、給
食
、入
浴
、

緊
急
時
対
応
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会


